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(54)【発明の名称】 液晶表示装置および駆動方法

(57)【要約】
【課題】  従来の独立容量結合駆動では垂直駆動回路の
出力数が走査線数の２倍必要であったため、回路面積の
増大によるコストアップ、額縁の３辺フリーの構成をと
りにくいなどの課題があった。
【解決手段】  複数の蓄積容量線を共通化し、蓄積容量
線の駆動回路の出力数を削減する。その際、蓄積容量線
が共通化された画素の走査線を連続的に走査するか、フ
レームごとに走査線の選択順序を変化させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  互いに直交する複数の信号線と複数の走
査線と、これらの交点近傍に設けられたスイッチング素
子と、前記スイッチング素子に接続された画素電極と蓄
積容量と、前記蓄積容量に接続された蓄積容量線とを備
え、前記蓄積容量線が前記走査線とは独立に駆動され得
る液晶表示装置であって、少なくとも２つ以上の偶数番
目の走査線、または少なくとも２つ以上の奇数番目の走
査線で蓄積容量線が共通的に接続されることを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項２】  前記スイッチング素子が薄膜トランジス
タにより形成されることを特徴とする請求項１記載の液
晶表示装置。
【請求項３】  前記信号線と前記走査線と前記蓄積容量
線を駆動する半導体回路が、液晶パネル基板の同じ辺に
沿って配置されることを特徴とする請求項１記載の液晶
表示装置。
【請求項４】  互いに直交する複数の信号線と複数の走
査線と、これらの交点近傍に設けられたスイッチング素
子と、前記スイッチング素子に接続された画素電極と蓄
積容量と、前記蓄積容量に接続された蓄積容量線とを備
え、前記蓄積容量線が前記走査線とは独立に駆動され得
る液晶表示装置の駆動方法であって、少なくとも２つ以
上の偶数番目の走査線、または少なくとも２つ以上の奇
数番目の走査線で蓄積容量線が共通的に接続され、蓄積
容量線が共通的に接続された画素においては走査線が連
続的に選択されることを特徴とする液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項５】  互いに直交する複数の信号線と複数の走
査線と、これらの交点近傍に設けられたスイッチング素
子と、前記スイッチング素子に接続された画素電極と蓄
積容量と、前記蓄積容量に接続された蓄積容量線とを備
え、前記蓄積容量線が前記走査線とは独立に駆動され得
る液晶表示装置の駆動方法であって、少なくとも２つ以
上の偶数番目の走査線、または少なくとも２つ以上の奇
数番目の走査線で蓄積容量線が共通的に接続され、走査
線が２：１の飛び越し走査で選択されることを特徴とす
る液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】  互いに直交する複数の信号線と複数の走
査線と、これらの交点近傍に設けられたスイッチング素
子と、前記スイッチング素子に接続された画素電極と蓄
積容量と、前記蓄積容量に接続された蓄積容量線とを備
え、前記蓄積容量線が前記走査線とは独立に駆動され得
る液晶表示装置の駆動方法であって、少なくとも２つ以
上の偶数番目の走査線、または少なくとも２つ以上の奇
数番目の走査線で蓄積容量線が共通的に接続され、蓄積
容量線が共通的に接続された画素においては走査線の選
択順序がフレームごとに交番することを特徴とする液晶
表示装置の駆動方法。
【請求項７】  ライン反転駆動を行うことを特徴とする
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請求項４から６のいずれかに記載の液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項８】  互いに直交する複数の信号線と複数の走
査線と、これらの交点近傍に設けられたスイッチング素
子と、前記スイッチング素子に接続された画素電極と蓄
積容量と、前記蓄積容量に接続された蓄積容量線とを備
え、前記蓄積容量線が前記走査線とは独立に駆動され得
る液晶表示装置であって、同一の信号線では少なくとも
２つ以上の隣り合う走査線で蓄積容量線が共通的に接続
され、隣り合う信号線では互いに異なる前記蓄積容量線
に蓄積容量が接続されることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項９】  前記スイッチング素子が薄膜トランジス
タにより形成されることを特徴とする請求項８記載の液
晶表示装置。
【請求項１０】  前記信号線と前記走査線と前記蓄積容
量線を駆動する半導体回路が、液晶パネル基板の同じ辺
に沿って配置されることを特徴とする請求項８記載の液
晶表示装置。
【請求項１１】  互いに直交する複数の信号線と複数の
走査線と、これらの交点近傍に設けられたスイッチング
素子と、前記スイッチング素子に接続された画素電極と
蓄積容量と、前記蓄積容量に接続された蓄積容量線とを
備え、前記蓄積容量線が前記走査線とは独立に駆動され
得る液晶表示装置の駆動方法であって、同一の信号線で
は少なくとも２つ以上の隣り合う走査線で蓄積容量線が
共通的に接続され、隣り合う信号線では互いに異なる前
記蓄積容量線に蓄積容量が接続され、蓄積容量線が共通
的に接続された画素においては走査線の選択順序がフレ
ームごとに交番することを特徴とする液晶表示装置の駆
動方法。
【請求項１２】  カラム反転駆動を行うことを特徴とす
る請求項１１記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１３】  互いに直交する複数の信号線と複数の
走査線と、これらの交点近傍に設けられたスイッチング
素子と、前記スイッチング素子に接続された画素電極と
蓄積容量と、前記蓄積容量に接続された蓄積容量線とを
備え、前記蓄積容量線が前記走査線とは独立に駆動され
得る液晶表示装置であって、同一の信号線では少なくと
も２つ以上の偶数番目の走査線、または少なくとも２つ
以上の奇数番目の走査線で蓄積容量線が共通的に接続さ
れ、隣り合う信号線では互いに異なる前記蓄積容量線に
蓄積容量が接続されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１４】  前記スイッチング素子が薄膜トランジ
スタにより形成されることを特徴とする請求項１３記載
の液晶表示装置。
【請求項１５】  前記信号線と前記走査線と前記蓄積容
量線を駆動する半導体回路が、液晶パネル基板の同じ辺
に沿って配置されることを特徴とする請求項１３記載の
液晶表示装置。
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【請求項１６】  互いに直交する複数の信号線と複数の
走査線と、これらの交点近傍に設けられたスイッチング
素子と、前記スイッチング素子に接続された画素電極と
蓄積容量と、前記蓄積容量に接続された蓄積容量線とを
備え、前記蓄積容量線が前記走査線とは独立に駆動され
得る液晶表示装置の駆動方法であって、同一の信号線で
は少なくとも２つ以上の偶数番目の走査線、または少な
くとも２つ以上の奇数番目の走査線で蓄積容量線が共通
的に接続され、隣り合う信号線では互いに異なる蓄積容
量線に蓄積容量が接続され、蓄積容量線が共通的に接続
された画素においては走査線の選択順序がフレームごと
に交番することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１７】  ドット反転駆動を行うことを特徴とす
る請求項１６記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、画素に薄膜トラン
ジスタ（ＴＦＴ）などのスイッチング素子を有するアク
ティブマトリクス液晶表示装置およびその駆動方法に関
し、特に携帯電話などに用いられる液晶表示装置の低電
力駆動に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】図１２に従来のアクティブマトリクス液
晶表示装置の画素部の構成を示す。図１２において、１
１は信号線（Ｖｓ）、１２は走査線（Ｖｇ）、１３は信
号線と走査線の交点に位置する薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）、１４はＴＦＴに接続された画素電極（Ｖｐ）、１
５は液晶素子と等価な液晶容量、１６は液晶容量を補佐
する蓄積容量、１７は液晶容量に接続された対向電極
（ＶＣＯＭ）である。一般的に蓄積容量１６は、液晶容
量１５と並列に対向電極１７に共通接続されるか、前段
または後段の走査線に接続される場合が多い。図１２は
前者の例を示している。
【０００３】図１２のような画素構造を持つ液晶表示装
置の駆動波形の一例を図１３に示す。図１３のように、
フレーム期間に一度、走査線の電圧Ｖｇが高電位になっ
てＴＦＴがオンする。このときの信号線の電圧Ｖｓが液
晶容量および蓄積容量に保持され、画素電極の電圧Ｖｐ
が信号線の電圧Ｖｓに等しくなる。また、走査線の電圧
Ｖｇが低電位となってＴＦＴがオフすると、ＴＦＴの寄
生容量による突き抜け電圧により画素電極の電圧Ｖｐが
若干低下し、その結果、到達した画素電極の電圧Ｖｐと
対向電圧ＶＣＯＭとの電位差Ｖｌｃが液晶の印加電圧と
なる。
【０００４】次のフレーム期間では、信号線電圧Ｖｓと
対向電圧ＶＣＯＭの極性が前のフレームに対して反転
し、いわゆるフレーム交流駆動を行っている。同じ階調
を表示する場合、各フレームにおける画素電圧Ｖｐと対
向電圧ＶＣＯＭとの電位差、すなわち液晶印加電圧Ｖｌ
ｃの大きさは等しいが、フレームごとにＶｌｃの符号が
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反転している。実際には、正負の液晶印加電圧のわずか
な差により生じるフリッカを低減するために、１フレー
ム期間内において水平走査期間ごとに信号線電圧と対向
電圧を反転して、隣り合う走査線で液晶印加電圧の極性
が異なるようにしている。このように、１ラインごとに
液晶の極性を反転する駆動方法をライン反転駆動と呼
び、ライン反転駆動を行うために水平走査期間ごとに対
向電圧を反転する駆動方法を対向反転駆動と呼ぶ。
【０００５】対向反転駆動に対し、独立容量結合駆動
（以下、独立ＣＣ駆動と呼ぶ）という駆動方法がある。
この駆動方法は、例えば特開２００１－８３９４３に開
示されている。独立ＣＣ駆動における画素構造の一例を
図１４に示す。図１４において図１２と同機能のものは
同一番号を付し、説明を省略する。３１は蓄積容量線
（Ｖｅ）である。図１４では蓄積容量１６が対向電極１
７には接続されず、蓄積容量線３１に接続される。蓄積
容量線３１は走査線１２や対向電極１７とは独立して駆
動される。
【０００６】図１５に独立ＣＣ駆動の駆動波形を示す。
図１５において対向電圧ＶＣＯＭは一定電圧であり、蓄
積容量線の電圧Ｖｅ（以下、補償電圧と呼ぶ）をフレー
ムごとに周期的に２値で変化させることで蓄積容量を通
して画素電圧Ｖｐを変化させ、フレーム交流駆動を行っ
ている。
【０００７】図１６に、走査線Ｖｇ１～４を順次選択す
る場合の補償電圧Ｖｅの駆動波形を示す。図１６のよう
に補償電圧Ｖｅが１ラインごとに極性反転する方向が変
化しており、図１７に示すようなライン反転駆動を行う
ことができる。
【０００８】以上のように、独立ＣＣ駆動では対向電圧
を一定にすることができるので、対向反転駆動よりも低
電力化が可能である。また、独立ＣＣ駆動は対向電圧が
一定であるにもかかわらず、蓄積容量を通して液晶の交
流駆動を行うので信号線の電圧振幅が液晶の片側極性の
電圧範囲のみで済み、信号線容量の充放電による電力を
小さくできる。さらに独立ＣＣ駆動は、蓄積容量が前段
または後段の走査線上に配置される従来のＣＣ駆動に比
べて走査線の電圧振幅を小さくできるという利点があ
る。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、独立Ｃ
Ｃ駆動には以下の課題がある。すなわち、独立ＣＣ駆動
では走査線と蓄積容量線とを独立させて駆動するので、
蓄積容量線の駆動回路を走査線の駆動回路とともに垂直
駆動回路に内蔵した場合、垂直駆動回路の出力数が走査
線数の２倍必要となる。これは垂直駆動回路の面積増大
を招くことになる。また、垂直駆動回路を半導体集積回
路（ＬＳＩ）で実現する場合、ＬＳＩのチップ面積は出
力数にほぼ比例して大きくなり、コストアップの要因と
なる。
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【００１０】また、最近の携帯電話用の液晶表示装置で
は、液晶モジュールの左右の額縁を最小限に抑え、携帯
電話機セットの中心に液晶画面を配置してデザイン性の
向上を図ることが行われている。その例を図１８に示
す。１８１は携帯電話機セット本体、１８２は液晶画
面、１８３はセット本体１８２の中心線である。液晶画
面１８２の中心線が、セットの中心線１８３に一致する
ように設計されることでデザイン性の向上を図ってい
る。これを実現するために、液晶モジュールにおいて図
１９のような構成をとる方法がある。図１９において、
１９１は液晶モジュール、１９２は有効表示領域、１９
３は水平駆動回路、１９４は垂直駆動回路である。図１
９では、垂直駆動回路１９４を水平駆動回路１９３と同
じ辺に沿って配置する、いわゆる額縁の３辺フリーの構
成をとっている。独立ＣＣ駆動では、垂直駆動回路の出
力数が多いためにチップサイズが大きく、３辺フリーの
構成をとりにくいという課題があった。なお、ここでは
走査線と蓄積容量線の両方の駆動回路をまとめて垂直駆
動回路としたが、蓄積容量線の駆動回路を走査線の駆動
回路とは別に構成したり、水平駆動回路に内蔵する構成
も考えられ、この場合にも出力数に関して同様の課題が
生じる。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明は上記のような課
題を鑑み、これを解決するために以下の手段を講じた。
【００１２】すなわち本発明は、互いに直交する複数の
信号線と複数の走査線と、これらの交点近傍に設けられ
たスイッチング素子と、前記スイッチング素子に接続さ
れた画素電極と蓄積容量と、前記蓄積容量に接続された
蓄積容量線とを備え、前記蓄積容量線が前記走査線とは
独立して駆動される構成において、第１に、少なくとも
２つ以上の偶数番目の走査線、または少なくとも２つ以
上の奇数番目の走査線で蓄積容量線が共通的に接続され
る構成とする。
【００１３】第２に、少なくとも２つ以上の偶数番目の
走査線、または少なくとも２つ以上の奇数番目の走査線
で蓄積容量線が共通的に接続される構成において、蓄積
容量線が共通的に接続された画素においては走査線が連
続的に選択されるように駆動する。
【００１４】第３に、少なくとも２つ以上の偶数番目の
走査線、または少なくとも２つ以上の奇数番目の走査線
で蓄積容量線が共通的に接続される構成において、走査
線が２：１の飛び越し走査で選択されるように駆動す
る。
【００１５】第４に、少なくとも２つ以上の偶数番目の
走査線、または少なくとも２つ以上の奇数番目の走査線
で蓄積容量線が共通的に接続される構成において、蓄積
容量線が共通的に接続された画素においては走査線の選
択順序がフレームごとに交番するように駆動する。
【００１６】第５に、同一の信号線では少なくとも２つ
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以上の隣り合う走査線で蓄積容量線が共通的に接続さ
れ、隣り合う信号線では互いに異なる蓄積容量線に蓄積
容量が接続される構成とする。
【００１７】第６に、同一の信号線では少なくとも２つ
以上の隣り合う走査線で蓄積容量線が共通的に接続さ
れ、隣り合う信号線では互いに異なる蓄積容量線に蓄積
容量が接続される構成において、蓄積容量線が共通的に
接続された画素においては走査線の選択順序がフレーム
ごとに交番するように駆動する。
【００１８】第７に、同一の信号線では少なくとも２つ
以上の偶数番目の走査線、または少なくとも２つ以上の
奇数番目の走査線で蓄積容量線が共通的に接続され、隣
り合う信号線では互いに異なる蓄積容量線に蓄積容量が
接続される構成とする。
【００１９】第８に、同一の信号線では少なくとも２つ
以上の偶数番目の走査線、または少なくとも２つ以上の
奇数番目の走査線で蓄積容量線が共通的に接続され、隣
り合う信号線では互いに異なる蓄積容量線に蓄積容量が
接続される構成において、蓄積容量線が共通的に接続さ
れた画素においては走査線の選択順序がフレームごとに
交番するように駆動する。
【００２０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態について
説明する。
【００２１】（実施の形態１）本発明の第１の実施形態
を図１に示す。図１において、７１は信号線（Ｖｓ）、
７２は走査線（Ｖｇ）、７３は信号線と走査線の交点に
位置する薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）、７４はＴＦＴに
接続された画素電極、７５は液晶素子と等価な液晶容
量、７６は液晶容量を補佐する蓄積容量、７７は液晶容
量に接続された対向電極（ＶＣＯＭ）、７８は蓄積容量
線（Ｖｅ）である。奇数番目の走査線Ｖｇ１とＶｇ３に
属する画素の蓄積容量は、共通の蓄積容量線Ｖｅ１に接
続されている。偶数番目の走査線Ｖｇ２とＶｇ４に属す
る画素の蓄積容量は、共通の蓄積容量線Ｖｅ２に接続さ
れている。したがって、蓄積容量線の数が従来の構成で
ある図１４の場合に比べて半減している。
【００２２】図１の構成において、通常駆動した場合の
駆動波形の一例を図２に示す。蓄積容量線Ｖｅ１は走査
線Ｖｇ１とＶｇ３が選択された後に極性反転している。
蓄積容量線Ｖｅ２は走査線Ｖｇ２とＶｇ４が選択された
後に極性反転し、Ｖｅ１とは逆位相である。これによ
り、図１７で示したライン反転駆動が実現できる。しか
しながら、走査線Ｖｇ１とＶｇ３では、蓄積容量線Ｖｅ
１が極性反転してから次のフレームで走査線が選択され
るまでの画素電圧の保持時間が、水平走査期間の２倍の
時間だけ異なっている。走査線Ｖｇ２とＶｇ４において
も同様に異なっている。このような場合、両者の走査線
における画素電圧の時間平均が異なるため、同じ階調で
も輝度差を生じるなどの画質劣化が生じる。
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7
【００２３】図３は上記の画質劣化を軽減する方法を示
している。図３では、蓄積容量線が共通化された画素に
属する走査線は連続して走査されるように、走査線の選
択順序を工夫している。すなわち、走査線Ｖｇ１が選択
された直後に走査線Ｖｇ３を選択し、走査線Ｖｇ２が選
択された直後に走査線Ｖｇ４を選択している。この場合
でも１水平走査期間だけ画素電圧の保持時間が異なって
いるが、１水平走査期間が１フレーム期間に比べて十分
小さければ、輝度差を生じることはない。実際、携帯電
話などに用いられる液晶パネルでは走査線が２００～３
００本程度あり、垂直ブランキング期間を考慮すれば１
フレーム期間は水平走査期間の２００～３００倍以上で
あるため、１水平走査期間だけ画素電圧の保持時間が異
なっていてもほとんど輝度差は生じないと考えられる。
なお、本第１の実施形態では、蓄積容量線が共通化され
た走査線の選択順序をＶｇ１→Ｖｇ３としたが、その逆
であってもよい。
【００２４】図３では４つの走査線を単位とし、走査線
の選択順序をＶｇ１→Ｖｇ３→Ｖｇ２→Ｖｇ４とした
が、図４のように、奇数番目の走査線と偶数番目の走査
線を完全に分離し、まず奇数番目の走査線をすべて走査
した後に偶数番目の走査線を走査するようにしてもよい
（その逆も可）。すなわち、２：１の飛び越し走査（イ
ンターレース）となっている。蓄積容量線の駆動波形は
図４のＶｅ１～Ｖｅ４に示す通りである。この場合も図
３と同様に、同じ蓄積容量線に属する走査線の画素電圧
の保持時間は１水平走査期間だけ異なっている。このよ
うなインターレース駆動では、隣り合う走査線で画素の
極性反転の位相が半フレーム期間ずれており、フリッカ
が低減できるという効果をもたらす。
【００２５】図５では、図１のように蓄積容量線を共通
化した場合に生じる画質劣化を軽減する別の方法を示し
ている。すなわち、フレーム期間ごとに走査線の選択順
序を交番させることにより、画素電圧の保持時間を等し
くする。図５では、奇数フレームにおいてＶｇ１→Ｖｇ
３と走査し、偶数フレームにおいてＶｇ３→Ｖｇ１と走
査する。このように走査することにより、２フレーム期
間においては画素電圧の保持時間の和が等しくなるので
輝度差を生じない。Ｖｇ２とＶｇ４の選択方法について
も同様である。
【００２６】なお、本第１の実施形態では、奇数ライン
同士、あるいは偶数ライン同士の２つの蓄積容量線を共
通化した場合を述べたが、特に画質に問題がなければ、
より多くの蓄積容量線を共通化してもよい。
【００２７】（実施の形態２）本発明の第２の実施形態
を図６に示す。図６において図１と同機能のものは同一
番号を付し、説明を省略する。１２１、１２２は蓄積容
量線（Ｖｅ）である。図６では、共通接続される蓄積容
量線Ｖｅの構成が図１とは異なっている。すなわち、信
号線Ｖｓ１については４つの走査線Ｖｇ１～Ｖｇ４に属
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する蓄積容量が共通の蓄積容量線Ｖｅ１に接続されてい
る。信号線Ｖｓ２については４つの走査線Ｖｇ１～Ｖｇ
４に属する蓄積容量が共通の蓄積容量線Ｖｅ２に接続さ
れている。換言すれば、隣り合う信号線Ｖｓ１およびＶ
ｓ２では、異なる蓄積容量線に蓄積容量が接続されてい
る。なお、さらに隣りの信号線Ｖｓ３、Ｖｓ４、Ｖｓ
５、Ｖｓ６・・・は図示していないが、これらの蓄積容
量線も信号線Ｖｓ１、Ｖｓ２と同様に、蓄積容量線Ｖｅ
１、Ｖｅ２、Ｖｅ１、Ｖｅ２・・・というように接続さ
れる。このような構成にすることにより、蓄積容量線の
数が図１４に比べて半減する。また、蓄積容量線Ｖｅ１
とＶｅ２を逆位相で駆動することにより、図７のように
カラム反転駆動することが可能である。一般的に、カラ
ム反転駆動では、信号線電圧の極性を１フレーム期間に
わたり同極性にできるので、信号線容量の充放電電力を
低減できるという効果がある。駆動波形としては図８に
示すように、走査線Ｖｇ１～Ｖｇ４を選択した後、蓄積
容量線Ｖｅ１およびＶｅ２を極性反転するような駆動波
形が考えられる。しかしながら、図８の方法では、例え
ば走査線Ｖｇ１とＶｇ４では画素電圧の保持時間が水平
走査期間の３倍も異なり、大きな輝度差を生じることが
懸念される。そこで、例えば図９のように、４つのフレ
ーム期間を用いて走査線Ｖｇ１～Ｖｇ４の選択順序を交
番させることにより、４フレームでの画素電圧の保持時
間を等しくなるようにすることができる。
【００２８】なお、本第２の実施形態では、同一の信号
線において４つの画素の蓄積容量線を共通化した場合を
述べたが、特に画質に問題がなければ、より多くの蓄積
容量線を共通化してもよい。また、隣り合う信号線を異
なる蓄積容量線に接続するとしたが、例えばＲＧＢの単
位では同一の蓄積容量線に接続するとしても構わない。
【００２９】（実施の形態３）本発明の第３の実施形態
を図１０に示す。図１０において図１と同機能のものは
同一番号を付し、説明を省略する。１６１、１６２は蓄
積容量線（Ｖｅ）である。図１０では、共通接続される
蓄積容量線の構成が図１および図６と異なっている。す
なわち、信号線Ｖｓ１については走査線Ｖｇ１とＶｇ３
に属する画素の蓄積容量が蓄積容量線Ｖｅ１に共通接続
され、走査線Ｖｇ２とＶｇ４に属する画素の蓄積容量が
蓄積容量線Ｖｅ２に共通接続されている。また、信号線
Ｖｓ２については信号線Ｖｓ１と蓄積容量線の接続関係
が逆になっている。換言すれば、横２ドット×縦４ドッ
トの画素領域における蓄積容量が、市松パターンの如く
蓄積容量線Ｖｅ１およびＶｅ２に接続されている。この
ような構成にすることにより、蓄積容量線の数が従来の
構成である図１４に比べて半減する。また、蓄積容量線
Ｖｅ１とＶｅ２を逆位相で駆動することにより、図１１
のようにドット反転駆動することが可能である。一般的
に、ドット反転駆動では、ライン反転駆動やカラム反転
駆動に比べてフリッカやクロストークが少ない、良質な
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9
画像を提供できるという利点がある。駆動波形としては
第２の実施形態と同様、図８に示すように、走査線Ｖｇ
１～Ｖｇ４を選択した後、蓄積容量線Ｖｅ１およびＶｅ
２を極性反転するような駆動波形が考えられるが、走査
線Ｖｇ１とＶｇ４で大きな輝度差が生じることが懸念さ
れるので、図９のように、４つのフレーム期間を用いて
走査線Ｖｇ１～Ｖｇ４の選択順序を交番させることによ
り、４フレームでの画素電圧の保持時間を等しくなるよ
うにすることができる。
【００３０】なお、本第３の実施形態では、同一の信号
線において２つの画素の蓄積容量線を共通化する場合を
述べたが、特に画質に問題がなければ、より多くの蓄積
容量線を共通化してもよい。
【００３１】以上のように、独立ＣＣ駆動において蓄積
容量線を共通化することにより、垂直駆動回路の出力数
を低減できる。垂直駆動回路の出力数を低減できれば、
図１９に示すような額縁３辺フリーの構成をとることが
可能になり、図１８に示すようにセット本体の中心に液
晶画面を配置することが可能になる。なお、図１８では
蓄積容量線の駆動回路は垂直駆動回路１９４に内蔵され
ているが、垂直駆動回路１９４と独立した構成にした
り、水平駆動回路１９３に内蔵することも可能であり、
本実施形態はいずれの場合にも適用できる。
【００３２】
【発明の効果】本発明の実施形態によれば、従来よりも
低電力化が可能な独立ＣＣ駆動において、複数の画素に
おける蓄積容量線を共通化することで、蓄積容量線の駆
動回路の規模を小さくでき、蓄積容量線の駆動回路の出
力数を削減できるという効果を持つ。また、蓄積容量線
の駆動回路の出力数が低減できれば、蓄積容量線の駆動
回路を走査線の駆動回路とまとめて垂直駆動回路とした
場合、垂直駆動回路のチップサイズを小さくでき、低コ
スト化が可能であるという効果を持つ。これは、蓄積容
量線の駆動回路を走査線の駆動回路と独立した構成にし
た場合であっても、水平駆動回路に内蔵した場合であっ
ても同様な効果を発揮する。
【００３３】また、液晶パネルの一辺に沿って垂直駆動
回路を水平駆動回路と一列に並べる、いわゆる額縁の３
辺フリーの構成を容易に実現しやすいという効果を持
つ。さらに、額縁の３辺フリーの構成を適用した液晶モ
ジュールを携帯電話機に搭載すれば、セット本体の中心
に液晶画面を配置でき、デザイン性を向上させるという
効果を持つ。この効果は、蓄積容量線の駆動回路を走査
線の駆動回路と独立した構成にした場合であっても、水
平駆動回路に内蔵した場合であっても同様に得られる。
【００３４】さらに、本発明の第１の実施形態では、蓄
積容量線を共通化した構成でライン反転駆動が行えるの
で、単なるフレーム反転駆動に比べてフリッカやクロス
トークが少なく、良質な画像を提供できるという効果を
持つ。また、２：１の飛び越し走査を行うことでさらに*
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*フリッカを低減できる。さらに、フレームごとに走査線
の選択順序を交番させることにより、共通化された蓄積
容量線に属する画素の保持時間の差による輝度差を低減
でき、良質な画像を提供できるという効果を持つ。
【００３５】さらに、本発明の第２の実施形態では、蓄
積容量線を共通化した構成でカラム反転駆動が行えるの
で、単なるフレーム反転駆動に比べてフリッカやクロス
トークが少なく、良質な画像を提供できるという効果を
持つ。カラム反転駆動では、信号線電圧の極性反転がフ
レームごとに行われるので、ライン反転駆動に比べて信
号線容量の充放電電力を小さくできるという効果を持
つ。また、フレームごとに走査線の選択順序を交番させ
ることにより、共通化された蓄積容量線に属する画素の
保持時間の差による輝度差を低減でき、良質な画像を提
供できるという効果を持つ。
【００３６】さらに、本発明の第３の実施形態では、蓄
積容量線を共通化した構成でドット反転駆動が行えるの
で、フレーム反転駆動、ライン反転駆動、カラム反転駆
動に比べてフリッカやクロストークが少なく、良質な画
像を提供できるという効果を持つ。また、フレームごと
に走査線の選択順序を交番させることにより、共通化さ
れた蓄積容量線に属する画素の保持時間の差による輝度
差を低減でき、良質な画像を提供できるという効果を持
つ。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態における画素構成を示
す図
【図２】本発明の第１の実施形態における駆動波形を示
す図
【図３】本発明の第１の実施形態における駆動波形を示
す図
【図４】本発明の第１の実施形態における駆動波形を示
す図
【図５】本発明の第１の実施形態における駆動波形を示
す図
【図６】本発明の第２の実施形態における画素構成を示
す図
【図７】カラム反転駆動における画素の電圧極性を示す
図
【図８】本発明の第２の実施形態における駆動波形を示
す図
【図９】本発明の第２の実施形態における駆動波形を示
す図
【図１０】本発明の第３の実施形態における画素構成を
示す図
【図１１】ドット反転駆動における画素の電圧極性を示
す図
【図１２】従来の一般的なＴＦＴ液晶パネルの画素構成
を示す図
【図１３】従来の対向反転駆動の駆動波形を示す図
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【図１４】従来の独立ＣＣ駆動の画素構成を示す図
【図１５】従来の独立ＣＣ駆動の駆動波形を示す図
【図１６】従来の独立ＣＣ駆動の駆動波形を示す図
【図１７】ライン反転駆動における画素の電圧極性を示
す図
【図１８】携帯電話機セット本体の構成を示す図
【図１９】液晶モジュールにおける３辺フリーの構成を
示す図
【符号の説明】
１１，７１，Ｖｓ１，Ｖｓ２  信号線
１２，７２，Ｖｇ１～Ｖｇ８  走査線
１３，７３  薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
１４，７４，Ｖｐ  画素電極
１５，７５  液晶容量
１６，７６  蓄積容量 *
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*１７，７７，ＶＣＯＭ  対向電極
３１，７８，１２１，１２２，１６１，１６２，Ｖｅ１
～Ｖｅ４  蓄積容量線
Ｖｓ  信号線電圧
Ｖｇ  走査線電圧
Ｖｌｃ  液晶印加電圧
Ｖｅ  補償電圧
１８１  携帯電話機セット本体
１８２  液晶画面
１８３  中心線
１９１  液晶モジュール
１９２  有効表示領域
１９３  水平駆動回路
１９４  垂直駆動回路

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図１９】
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【図５】 【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１３】

【図１７】

【図１８】
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【図１２】 【図１４】 【図１５】

【図１６】
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